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日本再興戦略2016において、2025年までに企
業が大学、国立研究開発法人等に支出する研究費
を３倍増とすることを目指すことが盛り込まれま
した（2014年度実績が1,151億円）。これに呼応
し、各大学では、企業からの大型研究費を獲得す
るための共同研究講座の制度化、URA人材や企業
人材受入のための研究設備の整備等が行われまし
た。そして2020年、文部科学省、経済産業省に
より「産学官連携による共同研究強化のためのガ
イドライン」が示され、大学に対して厳格な秘密
情報管理が求められました。このガイドラインで
求められているのは、（１）大学が創出した特許
出願前の研究成果等の情報、及び（２）産学連携
等を通じて大学に持ち込まれる企業等の秘密情報
に限定されますので、研究成果の公表という大学
の使命が制限を受けるものではありません。
大学が、厳格な秘密情報管理を履行することに
より、産学の信頼関係がより深まって機微な情報
を開示することができるようになり、その結果よ
り良い研究成果が得られれば、更なる成果を目指
した産学連携のポジティブスパイラルへと繋がっ
て行きます。
不正競争防止法でいう「営業秘密」とは、次の
三要件を満たすものとされています。
１　秘密管理；秘密であることが判る程度に、ア

クセス制限（施錠）やマル秘表示等の秘密管
理措置がされていること。

２　有用性；技術上又は営業上有用な情報である
こと。

３　非公知性；公然と知られていないこと。
また、大学が訴えられるケースとしては、次の
ような事例が想定されます。
・新規採用者、転入者、受託研究員及び外国人研
究者が不正に取得した他者の営業秘密を大学に
持ち込んで、不正に使用（論文発表、他企業と
の共同研究）した。
・退職者、転出者が、大学在職中に共同研究先か
ら取得した営業秘密を、他大学や他機関で不正
に使用（論文発表、他企業との共同研究）し
た。

・学生が大学と企業の共同研究に参画し、共同研
究先から取得した営業秘密を不正に使用（他企
業の就職試験で開示、卒業後就職先で使用）し
た。
・大学で企業との共同研究を担当する大学職員
が、大学と企業間で締結した秘密保持条項の定
めを確実に認識せず、契約違反（学会発表、論
文公開）した。
・大学で企業との共同研究を担当する大学職員
が、企業の営業秘密情報を適切に管理（アクセ
ス制限や秘密表示等の秘密管理措置）していな
かったために、漏洩した。
秘密情報管理において産業界の信頼を得るため
に、大学にはポリシーの公表、規程等の整備、責
任体制や秘密保持管理体制の明確化、職員への秘
密保持教育等が求められます。
もし訴えられると、最高10年以下の懲役、個人
罰金2,000万円（海外使用等は3,000万円）以下
の罰則があり、大学の管理体制に問題がある場合
は、両罰規定により法人にも５億円（海外使用等
は10億円）以下の罰則があります。
企業との共同・受託研究を行う研究者（特に外
国企業との共同・受託研究を行う研究者）は、契
約上の守秘義務を厳格に遵守することを心がけて
ください。
以上は、11月24日に開催された令和３年度の
第１回知的財産セミナーにおいて、私が講演いた
しました内容の概要でございます。

サークル紹介

ボランティア研究部です。私たちは、先輩後輩
ともに和気あいあいと活動をしています。
「医生ヶ丘子ども講座」では、毎月１回、土曜
日の午前中に近くの公民館で小学生の遊びをお手
伝いしています。遊ぶ内容はその時々によって
違っていて、かるたなどの昔遊びをしたり、一緒
にスポーツやダンスをして体を動かしたり、紙芝
居をしたりします。小学生くらいの子どもと触れ
合う機会というのは大学生になると少なくなって
きているので、久しぶりに子どもと触れ合うと、
昔を思い出したり、新鮮な気持ちになって私たち
が刺激をもらうことも多くあります。
「トトロの会」では、毎月１回、土曜日に障が
いのある方との交流を行います。毎月行うことは
違っており、一緒にお散歩をしたり、釣りに行っ
たり様々なことで交流します。医学部に入って
も、車椅子を押す機会というのはなかなかないの
で、とても良い経験になります。また、障がいの
ある方との交流の機会は大変貴重なもので、私た
ち医療系学生にとって特に勉強になることが多い
と感じています。

「血友病キャンプ」はその名前のとおり、血友
病の子どもたちと１泊２日でキャンプに行きま
す。血友病とは、出血してしまった時に血を固め
るための因子が生まれつき体の中から不足してい
たり欠乏している病気で、怪我や打撲などで１度
出血すると血が固まりにくくなってしまいます。
そのため不足している因子を注射で補うのです
が、その注射のやり方を子どもたちに教えたりし
ます。他にも花火をしたりなど、子どもたちと２
日間たくさん遊ぶといった取組です。
このような自分が興味のある分野のボランティ
アに、自由に参加することができるのがボラン
ティア研究部です。参加は強制ではなく、自分の
ペースで活動することができるため、ほとんどの
部員が他の部活と兼部しているのもこの部の特徴
でもあります。普段では関わることのない先輩や
後輩、同期とボランティアを通じて仲良くなった
り、交流を深めることができます。毎回の活動を
通して、学ぶことが多くあり、自分自身の成長に
つなげることのできる、とてもやりがいのある部
活です。
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